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1

共同獣医学科5年生の保護者です。6月岩手大学で
の実習がコロナ感染症対策で1週間に短縮されて残
念でした。今後追加の実習はありますでしょう
か。

本学では、新型コロナウイルス感染症への感染防止に最大限の工夫・配慮を行うことについては、学生の皆さんに対して
のみならず、社会全体に対する重要な責務であると考えております。
このため本学では、新型コロナウイルス感染症の影響下においても、学生に対する教育効果を損なうことのないよう、感
染リスクの低減を図るための様々な工夫や対策を講じつつ授業や実習を行っており、一部の実習等については実施期間の
短縮など、感染防止に配慮した変更を行っております。
お問合せいただきました実習は「総合参加型臨床実習Ⅴ、Ⅵ」のことと思われますが、本件実習については既に成績評価
を行い、終了しております。
新型コロナウイルス感染症については、11月に入り感染者数が再び全国的に増加し、第8波の兆しがみられるなど依然終
息の目途が立っていないこと、また、今後のカリキュラムの都合もあり、誠に残念なことではありますが追加実習等の実
施は予定しておりません。

2

工学部には、例年、何組位の保護者の方が集まり
ますか。体調の都合で参加できなかった場合はど
う対応したら宜しいでしょうか。当日、購買、学
食、図書館を見学させて頂きたい時は自由にまわ
れますか。

ペアレンツ・デー（工学部）の参加者につきまして、コロナ禍以前は約400名、2020年のオンライン開催を挟み、2年ぶり
に対面開催となった昨年は約220名の方にご参加いただきました。
今年度も対面にて分科会を開催いたしますが、席間に余裕のある座席配置等、感染症対策に十分に配慮した上で行いま
す。
また、体調のご都合でご参加いただけない場合は、お手数ですが、学生生活係（t-life@cc.tuat.ac.jp）までご一報くださ
いますようお願いいたします。
なお、当日は12：00-13：45の間、生協食堂が営業しており、併せてジャム、お酒等の販売も予定しております。図書館
にご入館いただくことは出来ませんが、科学博物館において11/11（金）より企画展を開催しておりますので、お時間の
ご都合がつくようでしたらお立ち寄りいただけますと幸いです。

3

新型コロナウイルスのこともあり、メンタル面
を心配しております。大学でのサポートはあり
ますでしょうか。

本学には府中地区、小金井地区それぞれに医師・看護師が常駐する保健管理センターがあり、学生の皆さんの心
身の不調に適切に対応できるよう、両キャンパスの保健管理センターにおいて、進路・就活・研究・対人関係な
ど様々なお悩みに対する相談・カウンセリングを行っております。本学に在学するご家族にメンタル面で気にな
る様子がありましたら、積極的な利用をお勧めください。
今回のご案内状に記載しておりますペアレンツ・デーの特設ページ
（https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/parents_day/Copy_of_2022_1.html）にも、保健管理
センターでのカウンセリングの案内を掲載しておりますので、ぜひご覧になってください。
このように本学では、教育・研究面のサポートのみならず、メンタル面でのサポートも非常に重要であるとの認
識を持って学生のケアに努めており、昨年度からは、上記の取組に加えたコロナ禍での新たな取組として、学生
の皆さん向けのメンタルヘルスに関するウェビナー講演会を開催しています。今年度は、12月26日にオンライン
で実施いたしますので、ご興味があれば是非ご活用ください。

4

遠方に住んでいますので､ペアレンツ・デーに
なかなか参加できません｡オンラインで参加で
きないでしょうか。

今年度のペアレンツ・デー全体会は、オンデマンドで実施しますので、地域を問わずに閲覧可能となっておりま
す。また、各学部の分科会については、実施内容に基づき、オンデマンドで実施するものと、対面で実施するも
のとがございますが、学生生活や進路に関するご相談・ご質問等には随時対応させていただいております。（連
絡先：https://www.tuat.ac.jp/campuslife_career/campuslife/soudanmadoguchi/soudan/seikatuiin/）

5

学部を卒業した後に、農工大以外の大学院へ進
学する学生は多いのですか。

令和3年度の農学部及び工学部の卒業生899名のうち、約73％の659名が大学院に進学しております。そのうち、
90％以上の学生の皆さんは本学の大学院に進学され、他大学の大学院に進学された方は、9％強の63名です。各
学部の内訳は、農学部194名のうち24 名、工学部465名のうち39 名となっています。
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学部卒業者の場合、大学院修了者に比べ就職に
不利なのでしょうか。学部の4年で卒業するメ
リットはありませんか。

本学の就職希望の学生が実際に就職した割合は、学部学生約88％、修士学生約97％、博士学生約91％となってい
ます。本学の卒業・修了生は社会でも高い評価を受けており、就職を希望した学部卒業の学生は高い割合で就職
ができております。他方、研究・開発などの高度な専門的知識を必要とする職種を希望する場合、大学院修了が
必要となる場合も多くありますので、ご本人が希望する職種の状況も踏まえながら、ご家族間でもよくご検討い
ただければと思います。
なお、本学としては、本学の卒業・修了生の皆さんが、本学で学んだ研究内容や技術を活かし、国内外の様々な
分野で社会課題の解決策を見いだし、世界に貢献する「高度イノベーションリーダー」として活躍されることを
期待しており、その観点から、経済的に許されるようであれば大学院への進学を推奨しております。このため大
学院生向けの各種の経済的支援制度を設けるとともに、指導教員等が進路についてのご相談を承っております。
学部卒で就職した場合、早く社会に出ることになりますので、その点で早く社会勉強をできるというメリットが
あります。
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新型コロナワクチンの翌日の副作用でテストを
受験出来ず、単位を取りこぼした教科があった
ようです。Withコロナの時代ですので、今後も
起こり得る感染症やワクチン接種後の体調不良
時の後日テスト受験や提出物の締切について対
応についてご検討お願い致します。

本学では、新型コロナウイルス感染症に罹患した場合やワクチン接種の副反応が出た場合など、新型コロナウイ
ルスに関連して対面授業を欠席した場合の教育的措置について定め、事案に応じて教育的配慮を実施しておりま
す。（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/NEWS/important/kyouikutekisochi.pdf）
万が一新型コロナウイルスへの感染やワクチン接種などにより試験を受けられなかった場合や提出物の提出が困
難であった場合は、授業担当の教員へまずはご相談するようお願いします。
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大学生なので、勉強のことや学生生活、就職な
ど親には相談できないことも多くなっている様
子です。大学では相談に乗ってくれるのでしょ
うか。

学業、進路、人間関係、生活上のことなど、学生の皆さんが気軽に相談できる場として、両キャンパスに「学生
相談室」を設けています。
各学科の先生が担当していますので、授業のことなど簡単な質問でも全く構いません。必要であれば外部相談機
関などへの紹介も致します。もちろん、相談内容の秘密は厳守されます。
就職についても、両キャンパスに「就職相談室」を設置しており、専門の相談員が就職関係の相談に対応してお
ります。メールでの相談もできますので、積極的にご活用ください。

質疑応答（一部、昨年度のものも含みます）


